
資源エネルギー庁 石油精製備蓄課 
03-3501-1993 石油コンビナート事業再編・強靭化等推進事業 

平成2６年度補正予算額  95.0億円 
事業の内容 事業イメージ 

事業目的・概要 

 我が国のエネルギー供給と地域経済を支える石油コンビナート等    

   の石油供給インフラは、二つの課題に直面しています。第一に、ア 

   ジア諸国の石油コンビナートとの間での激しい国際競争であり、第 

   二に、首都直下地震や南海トラフ地震等の未曾有の危機への備 

   えです。 

 

 このため、以下の取組を官民連携で推進します。 
 

  ①製油所等の事業再編や設備最適化（設備廃棄・共用化等） 

     といった、石油精製コストの低減や石油コンビナートの国際競争 

     力強化につながる生産性向上投資。 
 

  ②巨大地震発生時に石油の安定供給を早期に回復させるべく進 

     める、製油所等における石油入出荷機能の被害最小化や地域 

     間バックアップ能力の強化等に向けた強靭化（危機対応力強 

     化）投資。 

成果目標 

製油所全体の残油処理装置の装備率を平成28年度までに
50%程度まで向上させるなど、石油コンビナート等の生産性と災
害時対応力の向上を目指します。 

条件（対象者、対象行為、補助率等） 

国 
石油精製
業者等 

補助 

（1/2,2/3） 
民間団体等 

補助 
（定額） 

設備の廃棄 

石油精製・石化装置、
ボイラー等の集約化 

A製油所 B製油所 

配管接続・統合運営 

耐震・液状化対策 
（タンカー桟橋・背後護岸、
構内配管、フレアスタック等の

強化 等） 

設備の安全停止対策 
（配管の緊急遮断弁の増
強、タンカー自動離桟装
置等の増強 等） 

入出荷設備の能力増強 
（ローリー出荷能力の増強、

受入配管新設 等） 

製油所等における「事業再編・設備最適化」等の生産性向上 

製油所等における「 強靱化（危機対応力強化）」 


